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英
和
予
備
校
か
ら
明
治
学
院
へ

明
治
十
八
年
、
満
十
二
歳
で
上
京

し
、
服
部
校
長
宅
に
預
け
ら
れ
た
道

也
少
年
は
直
ち
に
英
和
予
備
校
に
入

学
し
た
。

同
校
の
入
学
資
格
は
小
学
校
卒
業

の
者
で
、
課
程
は
二
か
年
、

第
一
学
年
の
学
科
は
、
文

学
（
英
語-

音
読
・
訳
読
・

会
話
・
習
字
）
、
数
学

（
算
術
）
、
聖
書
（
福
音

書
）
、
和
漢
学
（
文
法
・

物
語
・
十
八
史
略
・
劉
向

新
序
）
と
な
っ
て
い
る
。

教
師
陣
は
服
部
綾
雄
氏

（
校
長
）
、
石
本
三
十
郎

氏
、
杉
森
此
馬
氏
、
ジ
ョ

ン
・
バ
ラ
氏
（
ゼ
ー
ム
ス
・

バ
ラ
令
弟
）
、
ワ
イ
コ
フ

氏
、
マ
コ
ウ
レ
イ
氏
、
ハ

リ
ス
氏
、
マ
コ
ウ
レ
イ
夫

人
等
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
学
校

の
後
身
、
明
治
学
院
に
現

存
す
る
明
治
十
九
年
の
英

和
予
備
校
在
学
証
書
に
よ
る
と
、
同

年
の
在
学
生
は
一
〇
三
名
で
、
そ
の

中
に
「
小
出
道
也
（
十
四
歳
）
」
と

い
う
名
前
か
あ
る
。
（
「
明
治
学
院

五
十
年
史
」
一
五
四
頁
に
よ
る
）

父
と
同
じ
十
四
歳
（
数
え
歳
）
の

少
年
が
六
人
い
る
が
、
そ
の
下
は
十

三
歳
が
三
人
、
最
年
少
の
十
二
歳
が

二
人
だ
け
で
、
あ
と
は
二
十
八
歳
ま

で
全
部
が
年
長
者
で
あ
っ
た
。

同
十
九
年
の
石
本
三
十
郎
先
生
の

レ
コ
ー
ド
・
ブ
ッ
ク
に
は
、I

s
t
,

Y
e
a
r

十
八
名
中
に

K
o
i
d
e

と
い
う
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
十
九
年
、
築
地
大
学
の
後

身
だ
っ
た
東
京
一
致
神
学
校
、
東
京

一
致
英
和
学
校
、
及
び
神
田
の
英
和

予
備
校
が
合
併
し
て
新
た
に
明
治
学

院
を
設
立
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
翌

二
十
年
九
月
、
東
京
市
外
白
金
村
の

玉
縄
台
に
新
築
落
成
し
た
サ
ン
ダ
ム

館
に
前
記
三
校
が
移
転
し
て
、
明
治

学
院
の
開
校
と
な
っ
た
。
つ
づ
い
て

寄
宿
舎
ヘ
ボ
ン
館
が
落
成
し
道
也
少

年
は
そ
こ
に
入
舎
、
二
十
五
年
の
卒

業
ま
で
、
五
年
間
を
こ
の
白
金
の
丘

で
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ヘ
ボ
ン
館
は
、
名
称
の
通
り

ヘ
ボ
ン
博
士
の
記
念
館
だ
が
、
当
時

東
京
一
と
い
わ
れ
た
木
造
洋
館
の
大

建
築
で
、
一
階
か
ら
三
階
ま
で
が
全

部
寄
宿
舎
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

地
下
室
は
雨
天
体
繰
場
兼
柔
道
・
剣

道
の
道
場
だ
っ
た
。
各
舎
生
室
が
寝

室
と
書
斎
に
分
か
れ
て
い
た
様
子
な

ど
は
、
当
時
の
学
生
だ
っ
た
島
崎
藤

村
先
生
の
作
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』

の
中
に
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

舎
生
室
の
数
は
合
計
二
十
八
室
だ
っ

た
が
、
寝
台
は
計
百
三
十
台
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
一
室
四
人
ぐ
ら
い
の
相

部
屋
だ
っ
た
勘
定
に
な
る
。

こ
の
大
き
な
ヘ
ボ
ン
館
の
建
築
費

は
ヘ
ボ
ン
博
士
の
寄
付
に
よ
る
一
万

円
が
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
「
ヘ
ボ
ン
の
字
引
」
と
し
て
有

名
な
同
博
士
著
『
和
英
語
林
集
成
』

の
著
作
権
を
十
九
年
に
丸
善
商
社
に

譲
渡
し
て
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ヘ
ボ
ン
館
に
は
中
央
玄
関
の
屋
上

に
五
階
の
塔
が
聳
え
て
い
て
、
そ
こ

か
ら
の
眺
望
は
東
に
品
川
湾
か
ら
房

総
の
山
々
ま
で
を
望
み
、
西
に
は
武

蔵
野
の
彼
方
に
秩
父
の
連
山
、
さ
ら

に
富
士
ま
で
見
渡
す
雄
大
な
も
の
で

あ
る
と
、
当
時
の
規
則
書
に
は
誇
ら

し
げ
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し

も
学
生
募
集
の
宣
伝
文
句
で
は
な
か
っ

た
と
想
わ
れ
る
。
何
し
ろ
、
ま
だ
白

金
村
の
当
時
だ
っ
た
か
ら
、
四
辺
は

実
に
鄙
び
た
田
園
風
景
で
、
高
輪
か

ら
品
川
八
つ
山
下
辺
ま
で
出
な
い
と

町
ら
し
い
空
気
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
丘
の
上
に
、

突
如
と
し
て
聳
え
立
っ
た
西
洋
館
は
、

た
し
か
に
異
彩
を
放
っ
た
こ
と
に
ち

が
い
な
い
。

こ
の
ヘ
ボ
ン
館
の
隣
り
に
は
、
既

に
前
年
二
十
年
九
月
に
落
成
し
た
最

初
の
校
舎
サ
ン
ダ
ム
館
が
建
っ
て
い

た
。
四
百
名
を
容
れ
得
る
講
堂
を
持
っ

た
こ
の
校
舎
は
改
革
派
教
会
に
関
係

の
深
い
サ
ン
ダ
ム
夫
人
と
い
う
富
豪

か
ら
亡
き
夫
君
の
記
念
と
し
て
寄
せ

ら
れ
た
資
金
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

私
の
父
の
明
治
学

院
時
代
は
主
と
し
て

こ
れ
ら
の
建
物
の
中

で
送
ら
れ
た
の
だ
が
、

そ
の
授
業
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
と
い
う
と
、
規
則

書
で
見
る
か
ぎ
り
普

通
学
部
で
は
一
般
中

学
規
定
で
の
学
科
と

大
し
た
違
い
は
な
い
。

た
だ
し
学
院
の
設
置

目
的
に
明
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
「
英
語

ヲ
以
テ
博
ク
普
通
ノ

学
科
ヲ
授
ケ
」
と
い

う
の
が
全
く
異
色
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。創

立
当
初
の
普
通
学
部
の
教
師
陣

は
、
ヘ
ボ
ン
博
士
を
筆
頭
に
、
ジ
ョ

ン
・
バ
ラ
、
ワ
イ
コ
フ
、
マ
コ
ウ
レ

イ
、
ハ
リ
ス
、
マ
ク
ネ
ヤ
、
石
本
三

十
郎
、
服
部
綾
雄
、
杉
森
此
馬
、
Ａ
・

Ｂ
・
バ
ラ
女
史
等
の
先
生
た
ち
だ
っ

た
。
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年

ま
で
学
院
初
代
総
理
だ
っ
た
ヘ
ボ
ン

博
士

（
医
学
・
法
学
博
士
）
は
自

ら
「
生
理
及
び
健
全
」
と
い
う
学
科

を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

（
続
く
）

1
9
4
5
年
12
月
5
日
、
沼
津
機
関

区
内
1
2
0
0
名
の
職
員
の
内
の
1
6

7
名
が
集
ま
っ
て
沼
津
機
関
区
従
業
員

組
合
結
成
大
会
が
行
わ
れ
た
。
圧
倒
的

多
数
の
職
員
は
、
大
日
本
鉄
道
機
関
車

乗
務
員
会
へ
の
弾
圧
や
、
共
産
党
員
の

検
挙
弾
圧
を
身
近
で
見
て
い
て
、
こ
の

周
り
の
多
く
の
人
達
が
特
高
警
察
か
ら

締
め
上
げ
ら
れ
る
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
た
か
ら
簡
単
に
は
労
働
組
合
に

加
入
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
沼
津
の
結
成
大
会
に

鉄
道
局
長
官
佐
藤
栄
作
か
ら
祝
電
が
寄

せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
組
合
に
警

戒
心
を
持
っ
て
い
た
人
々
も
一
斉
に
加

入
し
始
め
た
。
こ
の
、
沼
津
で
の
結
成

大
会
に
続
き
、
新
橋
鉄
道
管
理
部
機
関

車
労
働
組
合
の
結

成
大
会
を
12
月
24

日
行
う
と
い
う
呼

び
か
け
が
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
東
京
、

品
川
、
久
里
浜
、
高
島
、
国
府
津
、
伊

東
、
沼
津
の
7
機
関
区
の
代
表
5
0
0

人
が
小
田
原
に
集
ま
り
「
新
管
機
関
区

労
働
組
合
」
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
ん
な
状
況
を
聞
き
つ
け
て
再
建
さ

れ
た
ば
か
り
の
日
本
共
産
党
の
徳
田
球

一
が
焼
酎
を
抱
え
て
沼
津
機
関
区
に
乗

り
込
ん
で
き
た
。
組
合
長
で
あ
る
山
口

寅
吉
は
大
歓
迎
し
機
関
区
講
習
室
を
提

供
し
組
合
員
を
集
め
演
説
会
を
開
催
し
、

そ
の
場
で
岩
瀬
俊
彦
、
楠
半
兵
衛
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
若
者
た
ち
が
日
本

共
産
党
に
入
党
し
た
が
、
山
口
寅
吉
委

員
長
、
清
水
能
兄
書
記
長
な
ど
中
堅
幹

部
は
入
党
し
な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
こ

の
若
者
た
ち
と
戦
前
か
ら
の
党
員
成
川

伊
作
な
ど
と
沼
津
市
委
員
長
に
な
っ
た

作
家
田
中
英
光
の
奮
闘
に
よ
っ
て
日
本

共
産
党
国
鉄
沼
津
機
関
区
細
胞
は
す
ぐ

に
16
名
に
ま
で
増
加
し
た
。

12
月
29
日
に
は
東
京
の
国
電
の
基
地

電
車
区
の
省
電
中
央
労
働
組
合
が
結
成

さ
れ
た
。
東
京
周
辺
で
は
、
次
々
と
労

働
組
合
が
結
成
さ
れ
つ
づ
け
た
が
、
こ

れ
ら
の
統
合
、
単
一
組
合
化
の
模
索
が

そ
れ
ぞ
れ
の
、
地
域
や
職
種
で
追
及
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
こ
れ
ら
の

組
合
内
で
の
主
導
権
争
い
も
熾
烈
化
し

て
き
た
。
省
電
中
央
労
組
を
中
心
と
し

た
共
産
党
系
、
大
宮
工
場
を
中
心
と
し

た
後
の
反
共
連
盟
系
、
そ
れ
に
、
山
口

寅
吉
を
中
心
と
し
た
沼
津
、
国
府
津
グ

ル
ー
プ
と
三
つ
巴
で
複
雑
な
動
き
を
見

せ
て
い
た
。
こ
ん
な
状
況
の
中
、
山
口

寅
吉
委
員
長
の
新
橋
管
理
部
機
関
車
労

働
組
合
は
、
越
年
資
金
、
家
族
手
当
な

ど
の
要
求
書
を
当
局
に
提
出
し
、
要
求

が
通
ら
な
け
れ
ば
1
9
4
6
年
1
月
10

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
と
通
告
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
て
、
米
第
八
軍
第
三
鉄

道
輸
送
部
隊
ベ
ッ
グ
大
将
の
代
理
人
と

称
す
る
橋
本
な
る
男
が
再
三
、
沼
津
に

現
れ
「
ア
メ
リ
カ
軍
は
ス
ト
に
大
き
な

関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ス
ト
中
止
を
望

ん
で
い
る
。
組
合
が
あ
ま
り
強
い
こ
と

を
言
っ
て
い
る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
し

て
は
レ
ー
ル
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
機
器

も
傷
ん
で
い
る
の
で
再
建
も
で
き
な
い

の
な
ら
ア
メ
リ
カ
か
ら
資
材
を
取
り
寄

せ
整
備
す
る
（
ア
メ
リ
カ
が
国
鉄
を
占

有
す
る
）
」
な
ど
と
言
っ
て
ス
ト
を
威

圧
し
、
ベ
ッ
ク
将
軍
と
の
会
談
を
進
め

た
。

〈
山
梨
・
国
労
O
B
〉

『
大
鏡
』
道
真
VS
時
平
５

道
真
VS
時
平
か
ら
地
獄
に
ま
で
話
が
堕

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
『
日
蔵
夢
記
』

の
作
者
日
蔵
は
一
説
で
は
醍
醐
に
辛
酉
改

元
を
上
申
し
た
三
善
清
行
の
子
と
さ
れ
ま

す
。8
4
7
年
生
の
清
行
に
対
し
、
道
真
は

2
歳
下
の
8
4
5
年
生
で
同
年
輩
で
す
が
、

清
行
が
53
歳
で
文
章
博
士
と
な
っ
た
9
0

0
年
、
道
真
は
宇
多
の
抜
擢
で
右
大
臣
。

こ
の
破
格
の
出
世
に
心
穏
や
か
な
ら
ざ
る

は
清
行
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

折
し
も
の
道
真
失
脚
。
醍
醐
周
辺
の
勢
力

図
に
は
相
当
な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
清
行
が
失
脚
に
加
担
し
て
い
た
の

で
は
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
と
も
か

く
、
辛
酉
改
元
勘
申
後
も
清
行
は
意
見
封

事
12
箇
条
を
呈
上
す
る
な
ど
勤
め
上
げ
、

9
1
7
年
、
納
言
に
次
ぐ
重
職
の
参
議
と

な
り
、
翌
年
72
歳
で
死
去
。
と
き
に
日
蔵

14
歳
。
道
真
事
件
に
つ
い
て
は
清
行
か
ら

何
が
し
か
聞
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
道
真
怨
霊
の
対
象
を
時
平
で
は
な
く

醍
醐
と
し
た
夢
記
の
執
筆
動
機
は
一
体
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

夢
記
に
登
場
す
る
の
は
事
件
に
関
わ
る

道
真
、
醍
醐
、
宇
多
ら
冥
界
に
い
る
人
達

で
、
日
蔵
は
醍
醐
か
ら
、
卒
塔
婆
一
万
、

得
度
者
三
千
賜
わ
っ
て
救
済
し
て
欲
し
い

だ
の
、
宇
多
か
ら
は
池
や
花
樹
苑
、
馬
場

な
ど
を
備
え
た
豪
華
な
天
祠
を
建
立
し
て

道
真
霊
を
慰
撫
せ
よ
だ
の
と
、
摂
政
大
臣

忠
平
へ
の
伝
言
を
託
さ
れ
ま
す
。

忠
平
は
9
4
1
年
に
は
摂
政
か
ら
関
白

に
な
っ
て
い
る
の
で
夢
記
成
立
も
9
4
1

年
以
前
と
な
り
ま
す
が
、
実
は
夢
記
に
は

も
う
一
人
、
生
き
て
い
る
人
物
が
登
場
し

て
い
ま
す
。

金
峯
山
修
行
中
に
絶
命
し
た
日
蔵
（
37

歳
）
は
、
冥
界
で
蔵
王
菩
薩
か
ら
「
護
法

菩
薩
仁

（
に
ん
こ
う
）
を
師
と
し
て
浄
戒

を
受
け
精
進
せ
よ
」
と
告
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
仁

（
8
7
5-

9
4
9
）
は
興
福
寺
の

僧
で
出
自
は
藤
原
氏
。
忠
平
の
子
で
後
の

関
白
実
頼
（
9
0
0-

9
7
0
）
と
親
交
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
人
物
で
す
。
注

が
、
し
か
し
、
冥
界
の
菩
薩
が
現
役
の

僧
を
指
名
す
る
と
い
う
の
は
甚
だ
唐
突
に

思
わ
れ
ま
す
。

興
福
寺
と
い
え
ば
藤
原
氏
の
氏
寺
で
、

平
安
中
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
延
暦

寺
と
並
び
、
神
木
や
神
輿
を
振
り
担
い
で

朝
廷
、
幕
府
に
強
訴
を
繰
り
返
し
た
寺
で

す
が
、
蘇
生
し
た
冥
界
帰
り
の
日
蔵
が
菩

薩
の
お
墨
付
き
で
仁

に
師
事
す
る
と
な

れ
ば
、
仁

＝
興
福
寺
の
宣
伝
効
果
た
る

や
絶
大
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
結
果
と
し
て
忠
平
ら
に
よ
る
道

真
天
神
社
も
実
現
し
て
い
る
訳
で
、
怨
霊
・

冥
界
譚
を
か
ざ
し
て
要
求
を
主
張
す
る
手

口
は
神
輿
担
ぎ
と
そ
っ
く
り
。
強
訴
の
初

例
は
9
6
8
年
で
す
が
、
約
30
年
前
、
そ

の
原
型
が
見
え
そ
う
で
す
。

ま
た
、
歴
代
天
皇
ま
で
利
益
誘
導
の
ネ

タ
に
さ
れ
て
い
る
と
な
ら
ば
、
単
に
堕
地

獄
以
上
に
天
皇
の
権
威
に
関
わ
る
話
で
、

隠
蔽
さ
れ
て
当
然
。
夢
記
が
異
説
と
さ
れ

た
の
も
道
理
に
思
え
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
一
介
の
修
験
僧
が
こ
ん

な
大
そ
れ
た
事
を
思
い
つ
く
も
の
で
し
ょ

う
か
。

書
い
た
の
は
本
当
に
日
蔵
？
そ
れ
と
も

誰
か
の
ヤ
ラ
セ
？

怪
し
い
限
り
で
す
。

注

『
日
蔵
夢
記
』
菊
池
真

み
し
ま
古
典
を
読
む
会

高
月
フ
ミ
コ

小出正吾回想録(16)
コ
ロ
ナ
巣
ご
も
り
読
書

「
童
話
か
ら
童
話
へ

」

With

郷
土
の
文
学
碑
（
20
）

太
宰
の
文
学
に
み
る
三
島
の
情
景

『
老
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
よ
り

八
年
前
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
極
め
て
懶
惰
な
帝
国

大
学
生
で
あ
り
ま
し
た
。
一
夏
を
、

東
海
道
三
島
の
宿
で
過
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
・
・
私
は
、
三
島
に
行
っ
て

小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の

で
し
た
。
三
島
に
は
高
部
佐
吉
と

い
う
、
私
よ
り
二
つ
年
下
の
青
年

が
酒
屋
を
開
い
て
い
た
の
で
す
。

佐
吉
さ
ん
の
兄
さ
ん
は
沼
津
で
大

き
い
造
り
酒
屋
を
営
み
、
佐
吉
さ

ん
は
其
の
家
の
末
っ
子
で
、
私
と

ふ
と
し
た
事
か
ら
知
り
合
い
に
な

り
、
私
も
同
様
末
弟
で
あ
る
し
、

ま
た
同
様
に
早
く
か
ら
父
に
死
な

れ
て
い
る
身
の
上
な
の
で
、
佐
吉

さ
ん
と
は
、
何
か
と
話
が
合
う
の

で
し
た
。
佐
吉
さ
ん
の
兄
さ
ん
と

は
私
も
逢
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
な

か
な
か
太
っ
腹
の
佳
い
方
だ
し
、

佐
吉
さ
ん
は
家
じ
ゅ
う
の
愛
を
独

占
し
て
居
る
く
せ
に
、
そ
れ
で
も

何
か
と
不
平
が
多
い
様
で
、
家
を

飛
び
出
し
、
東
京
の
私
の
下
宿
へ
、

に
こ
に
こ
笑
っ
て
や
っ
て
来
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

駄
々
を
こ
ね
て
居
た
様
で
す
が
、

ど
う
に
か
落
ち
附
き
、
三
島
の
町

は
ず
れ
に
小
じ
ん
ま
り
し
た
家
を

持
ち
、
兄
さ
ん
の
家
の
酒
樽
を
店

に
並
べ
、
酒
の
小
売
り
を
始
め
た

の
で
す
。
二
十
歳
の
妹
さ
ん
と
二

人
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
、

其
の
家
に
い
く
つ
も
り
で
あ
っ
た

の
で
す
。
・
・
・

「
佐
吉
さ
ん
。
貧
乏
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
。
君
の
三
島
の
家
に

は
僕
の
寝
る
部
屋
が
あ
る
か
い
。
」

・
・
・
そ
の
ま
ま
一
夏
を
、
私
は

三
島
の
佐
吉
さ
ん
の
家
で
暮
ら
し

ま
し
た
。

（
続
く
）

沼
津
駅
北
口
に
あ
っ
た
国
鉄
沼
津
機
関
区

（そ
の
5
）

Ⅻ

来
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
「
北
条
義
時
」
！
、
小
栗
旬
が
演
じ
、

脚
本
は
あ
の
三
谷
幸
喜
さ
ん
が
書
く
と

い
う
。

源
頼
朝
・
北
条
義
時
と
い
え
ば
我
が

町
“
三
島
“
に
も
非
常
に
縁
が
深
い
。

三
嶋
大
社
の
「
頼

朝
公
旗
挙
げ
行
列
」

は
市
民
に
馴
染
み

深
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
源

頼
朝
が
挙
兵
し
、

や
が
て
鎌
倉
幕
府

を
起
こ
し
、
彼
の

死
後
、
鎌
倉
幕
府

の
実
権
を
握
っ
た

の
が
頼
朝
の
妻

「
政
子
」
の
弟
で

あ
る
北
条
義
時
だ
っ

た
。
頼
朝
の
死
後
、

有
力
御
家
人
13
人

で
の
合
議
制
の
幕

府
政
治
体
制
か
ら

ラ
イ
バ
ル
た
ち
を
次
々
に
排
除
し
、
つ

い
に
鎌
倉
幕
府
の
実
権
を
握
っ
た
の
が

北
条
義
時
だ
。
そ
の
北
条
義
時
に
滅
ぼ

さ
れ
た
和
田
一
族
の
落
延
び
た
先
が
、

私
の
住
ん
で
い
る
三
島
市
旭
ヶ
丘
の
す

ぐ
近
く
に
あ
る
。

三
島
市
旭
ヶ
丘
は
い
わ
ゆ
る
新
興
住

宅
地
、
市
立
山
田
小
・
山
田
中
は
す
ぐ

近
く
で
あ
る
。
そ
の
東
側
下
に
は
山
田

と
い
う
集
落
が
あ
り
、
そ
の
集
落
に
鎮

座
す
る
「
滝
川
神
社
」
が
あ
る
。
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
か
な
り
有
名
な
神
社

ら
し
い
。
三
嶋
大
社
の
祭
典
の
前
日
に

神
職
が
こ
の
神
社
で
目
前
の
滝
に
打
た

れ
て
禊
を
す
る
習
わ
し
が
あ
る
よ
う
だ
。

み
そ
ぎ

祓
戸
の
神
で
あ
る
「
瀬
織
津
姫
神
」
を

は

ら
え
ど

お
祀
り
す
る
神
社
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
昔
は
民
間
信
仰
の
場
と
し
て
瀧
不
動

と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
滝
川
神

社
が
あ
る
山
田
集
落
に
は
何
故
か
「
杉

本
」
と
い
う
姓
が
非
常
に
多
い
。

そ
の
「
滝
川
神
社
」
に
正
月
に
行
っ

て
み
た
。
神
社
入
り
口
に
掲
示
さ
れ
て

い
た
「
杉
本
ル
ー
ツ
の
由
来
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
山
田
」

の
集
落
は
、
「
北
条
義
時
」
に
討
ち
滅

ぼ
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府
侍
所
の
別
当
「
和

田
義
盛
」
一
族
の
落
武
者
部
落
だ
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

た
ぶ
ん
脚
本
家
の
三
谷
幸
喜
氏
は
義

時
を
立
派
な
人
間
と

し
て
描
く
の
で
あ
ろ

う
が
、
本
当
の
と
こ

ろ
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
？そ

の
北
条
義
時
に

滅
ぼ
さ
れ
た
一
族
の

落
ち
武
者
部
落
と
い

う
こ
と
は
、
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
「
北
条
義
時
」
が
放
映

さ
れ
る
来
年
は
、
あ
ま
り
山
田
集
落
の

こ
と
は
表
に
出
さ
な
い
ほ
う
が
い
い
と

通
常
は
考
え
る
。
三
島
市
山
田
の
滝
川

神
社
の
掲
示
板
に
は
「
杉
本
ル
ー
ツ
」

と
し
て
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。
『
山
田

町
内
（
30
件
「
軒
」
中
半
分
以
上
が
杉

本)

で
有
り
鎌
倉
幕
府
の
和
田
義
盛
、

鎌
倉
幕
府
の
内
輪
も
め
（
和
田
合
戦
）

に
負
け
て
1
2
1
3
年
死
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

残
す
た
め
に
3
ヶ
所
に
分
か
れ
た
と
言

い
伝
え
（
山
田
、
裾
野
市
下
和
田
、
久

米
田
）
和
田
義
盛
の
父
（
杉
本
義
宗
）

の
杉
本
を
3
ヶ
所
で
名
の
っ
た
と
思
わ

れ
る
』
頼
朝
亡
き
後
10
数
年
の
う
ち
に
、

13
人
の
有
力
御
家
人
の
中
で
梶
原
景
時
・

比
企
能
員
・
和
田
義
盛
が
滅
ぼ
さ
れ
、

3
名
の
重
臣
も
病
死
し
、
筆
頭
の
北
条

時
政
も
義
時
に
よ
っ
て
伊
豆
に
追
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。

か
く
し
て
義
時
は
鎌
倉
幕
府
の
実
権

を
握
り
、
の
ち
に
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽

上
皇
を
破
り
、
武
士
の
世
を
盤
石
に
し

た
男
と
い
わ
れ
る
。
今
、
米
中
の
覇
権

争
い
が
盛
ん
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
、
大
河
ド
ラ
マ
主
人
公
の
北
条
義
時

も
当
時
の
日
本
国
内
で
の
覇
権
を
握
る

た
め
の
権
力
闘
争
に
打
ち
勝
っ
た
勝
者

と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
う
。

そ
の
勝
者
側
の
著
し
た
歴
史
書
が

「
吾
妻
鏡
」
で
あ
り
、
勝
者
に
都
合
の

良
い
歴
史
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
和
田
義
盛
は
北
条
義
時
に
う
ち
滅

ぼ
さ
れ
た
側
で
あ
る
の
で
、
一
族
郎
党

は
和
田
姓
を
名
乗
れ
ず
杉
本
姓
を
名
乗
っ

て
隠
れ
住
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

〈
前
島
〉

来年の大河ドラマは北条義時
北条に討たれた和田義盛怨念の神社

太
宰

治

①

志下で静養中の右から太宰と武郎と初代


